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学期 月 時数 指導上の留意点

4 4

5 8

6 8

7 4

9 8

10 8

11 8

12 6

1 6

2 6

3 4

日常と強く結びつく美術に関心
を持たせ、生涯にわたり美術を
楽しむ心について、考えさせ
る。

１
学
期

３
学
期

素材に関係なく、工夫や技術
で、見映えのする作品が製作で
きることを示し、生徒の積極的な
参加を促す。

フェナキストスコープ
アニメーションの源流であるフェナキストスコープの制作を通して、絵
が動く原理を学ぶ。また、円盤状であるフェナキストスコープならでは
の特性を活かし、効果的なプロットを作成する。

工程が多く、また完成が想像し
にくいが、参考作品も使いなが
ら生徒の関心を保つことに努め
る。

２
学
期

副 教 材 等

指
導
目
標

主体的に美術の幅広い創造活動に取り組み、生涯にわたり美術を愛好する心情を育むとともに、感性を高め、
美術文化に親しみ、心豊かな生活や社会を創造していく態度を養う。

教 科 書
高校生の美術１（日本文教出版）

紙版画
身近な紙をつかって、版画の「版」を制作する。
効果的なデザインを考える。版画の特性を活かし、複数点刷り上げ
る。

指　　導　　内　　容

教科担任 長雄　新・

令 和 ５ 年 度 年 間 授 業 計 画 東京都立南葛飾高等学校　定時制課程

教科 ・ 科 目 芸術・美術Ⅰ 対象学年・組 ４学年選択者



評価の観点・
方法

　作品を基に、学習態度、学習意欲と出席状況を総合的に評価し、評定する。


